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会場のロロ回日咀回圖回図
過去に参加したことがありますか（回答1，257人）

過去に参加したことがある　932人（74．1％）
初めて参加

　321人

（25．5％）

　1～3回
421人（33．5％）

4～6回
　294人

（23．4％）

7～8回
　190人

（15．1％）

無
回
答

27人
（2．2％）

　
（
O
・
3
％
）

無
回
答
　
4
人

今年、参加した感想は（回答1，257人）

〈全　体〉　　1，257人 31人

そ

良　か　つ　楚
もの足りなかった

　297人

の
他
（
2

無回答

158人
惣嫉織．3鰯 （23．6％） 5

％
）

（12．6％）

と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い

過去に参加した結果（回答932人）

o藁政醗動剖灘難驚
でほ
きと

笹
’
』 、、

灘る程度理解懸きた
なん
カ・ど

つ理
回
答

73犠　鱒。工鰯
た解
65人 130人
（7．0％） （13．9％）

　　　　／　　　　！
　　　／　　　　－
　　　　　！　　　／　　　　1　　／　　　　！　ノ　　　1　　　』　ノ／　　　！
／　　　！

③地区の課題鷹類榛羅

　　　　　　　51駄　鰯．3鰯

57

人
（
6
●
1
％
）

360人　　（38．6％）

今年、参加した理由は（回答1，257人）

47

人
（
3
・
7
％

　
無
回
答

そ
の
他
（
5
・
3
％
）

〈パネルディスカッション実施地区〉　’

　　　　　　　　　　　583人
14

33嫉　（籔6．8鋤
171人 人

（
2
67人

（29．3％） 4 （11．5％）
％
）

〈市政報告会実施地区〉674人

振興会や嘱託員より出

席の依頼があったから

　446人　（35．5％）

￥

＼

￥

　＼
　￥
　、

4
’　
’　
’

　
　
日

麟賑　総5．3鰯
126人

（18．7％）

17

入
（
2
5
％
）

91人

（13．5％）

市政に関心があったから

　698人　（55．5％）

66人

　　　　　　　、4会場・、コ32が

含恥・まちづくり懇　…………・・2－3P

場槽§灘1萎1騨iililil
o「活動最前線」Nα6………………7P

oたいいく・スポーツコーナー……8P

Oお　知　ら　せ…・・……………・…9P

o話題の人、大きくなあれ…………10P



会どうでしたか市民と市とのまちづくり懇談会をふり返つて

　今年度の『市民と市とのまちつくり懇談会』が7月　　　どこの地区でも“スライドによる十日町市の姿“の

から8月にかけて14会場で行われました。今年の懇談　　説明が前半にあり￥参カロ者から関心を持っていただき

会は．市民と市とがともに考え￥話し合うなかで7地　　ました。後半の懇談会では。それぞれの地域特性に沿

区が「市政報告会万式」￥残りの地区が「バネルディ　　った万法で話し合いが行われました。

スカッション方式」によって進められました。

欝
撚
灘
難
睡
灘
織
灘
囎
綴
簸
馨
簸
灘

整
吉
田
地
区

認
市
政
報
告
会

　
主
な
報
告
事
項

■
北
部
農
村
集
落
排
水
事
業

■
農
免
農
道

■
南
部
ほ
場
整
備

■
学
校
改
築
（
吉
田
小
・
鐙
島

小
）

■
簡
易
水
道
第
二
次
拡
張
工
事

■
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険

■
道
路
整
備
計
画
・
道
路
除
雪

対
策
灘
東
下
組
地
区

猟
昂
禿．
、
　
市
政
報
告
会

　
　
主
な
報
告
事
項

■
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険

■
治
山
事
業
・
市
単
土
地
改
良

事
業

田
道
路
整
備
計
画
・
道
路
除
雪

対
策

■
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

藩
新
座
地
区

、
．
、
　
市
政
報
告
会

　
主
な
報
告
事
項

■
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険

■
治
山
事
業
・
市
単
土
地
改
良

事
業

■
道
路
整
備
計
画
・
克
雪
対
策

■
除
雪
の
組
織
づ
く
り

■
流
雪
溝
整
備
計
画

■
下
水
道
計
画

幽
高
山
地
区

繋　　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
テ
ー
　
マ

「
高
山
地
区
の
克
雪
対
策
」

　
尾
身
孝
昭
さ
ん
（
高
山
四
）

の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
パ
ネ
ラ

ー
に
児
玉
正
男
さ
ん
（
高
田
町

五
）
、
熊
木
源
一
さ
ん
（
春
日

町
二
）
、
市
長
、
生
越
建
設
部
長

…
…
消
雪
パ
イ
プ
に
よ
る
除
雪
、

機
械
排
雪
と
地
元
負
担
、
耐
雪

住
宅
と
固
定
資
産
税
、
歩
道
除

雪
、
流
雪
溝
整
備
計
画
、
流
末

河
川
の
整
備
、
雪
国
の
道
路
構

造
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

勲
美
佐
島
地
区

，
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
テ
ー
　
マ

「
美
佐
島
地
域
振
興
計
画
」

　
近
藤
総
務
部
長
の
司
会
で
、

パ
ネ
ラ
ー
に
池
田
作
三
さ
ん

（
観
光
協
会
長
）
、
池
田
与
三

次
さ
ん
（
猿
倉
）
、
庭
野
信
一

さ
ん
（
赤
倉
）
、
市
長
、
商
工

観
光
課
長
…
…
振
興
計
画
の
構

想
実
現
に
向
け
て
話
し
合
い
を

し
ま
し
た
。

鵡
飛
渡
地
区

輩　
　
　
市
政
報
告
会

　
　
主
な
報
告
事
項

艘
難
軽
鍵
羅

事
業

闇
観
光
開
発

薗
道
路
整
備
計
画
・
道
路
除
雪

対
策鐡
六
箇
地
区

・
謝

　，、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
テ
ー
　
マ

「
観
光
振
興
と
地
域
づ
く
り
」

　
池
田
経
済
部
長
の
司
会
で
、

パ
ネ
ラ
ー
に
本
間
朗
さ
ん
（
新

潟
日
報
社
）
、
林
福
市
さ
ん
（
塩

之
又
）
、
俵
山
忠
雄
さ
ん
（
ニ

ツ
屋
）
、
市
長
…
…
六
箇
地
区

観
光
ゾ
ー
ン
構
想
、
道
路
改
良

と
な
だ
れ
防
止
対
策
、
観
光
開

発
に
対
す
る
地
域
の
対
応
な
ど

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

講
大
井
田
地
区

　
　
　
市
政
報
告
会

　
　
主
な
報
告
事
項

■
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険

■
治
山
事
業
・
市
単
土
地
改
良

事
業

■
道
路
整
備
計
画
・
克
雪
対
策

■
流
雪
溝
整
備
計
画
・
除
雪
の

　
組
織
づ
く
り

■
下
水
道
計
画

酋
八
箇
地
区

弼　※
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
テ
ー
マ

「
活
力
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
地

域
づ
く
り
」

　
近
藤
総
務
部
長
の
司
会
で
、

パ
ネ
ラ
ー
に
大
島
鴻
之
助
さ
ん

（
十
日
町
ス
キ
ー
リ
フ
ト
）
、

山
内
正
胤
さ
ん
（
十
日
町
新
聞

社
）
、
斉
木
実
さ
ん
（
落
之
水
）
、

原
口
武
文
さ
ん
（
関
根
二
）
、

南
雲
信
二
さ
ん
（
関
根
一
）
市

長
、
建
設
部
長
…
…
総
合
公
園
、

防
災
ダ
ム
、
市
民
ス
キ
ー
場
、

あ
じ
さ
い
公
園
の
整
備
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。

撚
水
沢
地
区

票、
．
　
市
政
報
告
会

　
　
主
な
報
告
事
項

■
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険

■
ほ
場
整
備
・
市
単
土
地
改
良

　
事
業
・
治
山
事
業

■
水
沢
商
工
会
館
建
設

■
当
間
ス
キ
ー
場
開
発

圃
道
路
整
備
計
画
・
道
路
除
雪

　
対
策

■
水
沢
中
学
校
改
築

灘
川
治
地
区

8
W
、
　
　
　
市
政
報
告
会

　
　
主
な
報
告
事
項

■
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険

■
ほ
場
整
備
・
市
単
土
地
改
良

事
業
・
治
山
事
業

■
道
路
整
備
計
画
・
克
雪
対
策

■
下
水
道
計
画

灘
中
条
地
区

　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
テ
ー
　
マ

「
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
振
興
」

　
小
川
教
育
次
長
の
司
会
で
、

パ
ネ
ラ
ー
に
岩
田
義
信
さ
ん

（
中
条
旭
町
）
、
尾
身
幹
雄
さ

ん
（
旭
ヶ
丘
）
、
高
橋
平
八
さ

ん
（
上
町
）
、
市
長
、
教
育
長
、

商
工
観
光
課
長
…
…
笹
山
野
球

場
の
活
用
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
コ

ー
ス
の
設
置
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

関
連
道
路
、
宿
泊
施
設
の
不
足

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

鵜
下
条
地
区

8
　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
テ
ー
　
マ

「
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
て
若

　
者
が
定
着
す
る
特
色
あ
る
地

域
づ
く
り
」

　
近
藤
総
務
部
長
の
司
会
で
、

パ
ネ
ラ
ー
に
山
口
和
子
さ
ん

（
下
条
中
央
通
り
）
、
藤
巻
誠

さ
ん
（
新
光
寺
）
、
大
渕
正
明

さ
ん
（
桑
原
）
、
平
沢
英
一
さ

ん
（
下
条
本
町
）
、
市
長
…
…

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
の
克

雪
対
策
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
建
設
計
画
、
中
央
公
園
の
活

用
、
農
業
の
活
性
化
、
ニ
ュ
ー

メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
対
応

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

2



あなたにとって懇談
　8月28日￥全体反省会（振興会関係者・バネラー・

市側約80人が出席）が行われ￥限られた時間をいかに

進めていくか．参カロ層＼人集め…などの反省点が出さ

れました。

勲
十
日
町
地
区

戸　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
，
テ
ー
マ

「
進
め
よ
う
克
雪
地
域
づ
く
り
」

　
本
田
助
役
の
司
会
で
、
パ
ネ

ラ
ー
に
根
津
東
六
さ
ん
（
稲
荷

町
四
）
、
小
川
繁
雄
さ
ん
（
田

中
町
西
）
、
田
村
志
津
子
さ
ん

（
袋
町
中
）
、
市
長
、
建
設
部

長
…
…
消
雪
パ
イ
プ
、
歩
道
除

雪
、
融
雪
屋
根
の
普
及
、
大
セ

キ
の
活
用
、
水
源
確
保
、
流
雪

溝
整
備
計
画
、
国
・
県
へ
の
働
き

か
け
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

開催日 地　区 会　　場　， 参加者数

7／1（カ 吉　田 吉田一中学校 　人250
3㈲ 東下組 東下組小学校 115

8（知 新　座 新座コミュニティセンター 67
14（月） 高　山 高山共栄会館 116

17㈲ 美佐島 江道・猿倉集落センター 50

18働 飛　渡 克雪管理センター 45
．22（幻 六　箇 羽　根　川　荘 96

24㈲ 大井田 大井田コミュミティセンター 110
29（効 八　箇 関浅集落センター 60

31㈲ 水　沢 水沢地区公民館 150

8／1働 川　治 川治地区公民館 85

5（灼 中　条 中条地区公民館 78

8働 下　条 下条中学校 160

20㈱ 十目町 市民会館ホール
’
3
5 0

感
懇
講
聞
題
撚
雛
撰
灘
蕊
の

　
地
域
住
民
へ
の

　
　
　
　
　
　
P
　
　
R

O
　
広
報
車
を
出
し
て
参
加
の

呼
び
か
け
を
行
い
効
果
が
あ
っ

た
。②
人
集
め
が
大
変
な
の
で
、

封
筒
に
入
れ
て
特
別
に
案
内
を

出
し
た
。

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
の
P
R
が
不
足
し
て
い

た
。

開
催
地
区
や

　
　
　
回
数
の
設
定

①
　
地
域
に
よ
っ
て
は
、
も
う

少
し
分
け
た
方
が
参
加
し
や
す

い
の
で
は
な
い
か
。

②
継
続
的
に
開
催
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
進
め
方
の
形
態

①
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
勉
強
す

る
機
会
を
得
た
の
で
大
変
良
い

経
験
だ
っ
た
し
、
こ
の
方
法
は

す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
形
だ
け
を
整
う
必
要
は

な
い
が
…
…
。

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ヨ

ン
の
方
法
で
来
年
も
や
り
た
い
。

③
市
政
報
告
会
方
式
で
効
果

が
あ
り
、
成
功
し
た
と
思
う
。

④
　
来
年
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
か
ら
市
政
報

告
会
方
式
に
変
え
た
い
。

0
　
婦
人
・
青
年
層
の
各
団
体

を
集
め
て
半
日
程
か
け
て
懇
談

会
を
行
っ
た
ら
ど
う
か
。

⑥
講
演
会
の
開
催
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
セ
ッ
ト
に

し
た
ら
ど
う
か
。

　
時
間
配
分

①
　
時
間
が
短
か
く
、
序
論
で

終
わ
っ
た
。

②
パ
ネ
ラ
ー
の
発
言
時
問
が

少
な
か
っ
た
。

0
　
時
間
不
足
で
参
加
者
の
発

言
時
間
が
な
か
っ
た
。

④
　
時
間
が
な
く
、
突
っ
込
み

が
で
き
な
か
っ
た
。

⑤
時
間
が
な
い
の
に
欲
ば
り

す
ぎ
た
。

⑥
と
に
か
く
時
間
が
な
い
。

参
加
者
層

0
　
女
性
の
参
加
が
少
な
か
っ

た
。
女
性
が
市
政
に
関
心
を
持

っ
た
り
、
発
言
す
べ
き
で
あ
る
。

②
青
年
層
・
婦
人
層
が
参
加

し
や
す
い
ム
ー
ド
づ
く
り
を
。

組
織
づ
く
り

0
　
地
域
の
代
表
が
集
ま
っ
て

組
織
を
つ
く
り
、
将
来
の
十
日

町
市
を
考
え
て
ほ
し
い
。

も
っ
と
討
論
の

　
　
　
　
　
　
場
　
に

①
　
パ
ネ
ラ
i
同
士
の
意
見
交

換
が
な
か
っ
た
。

②
市
側
と
の
討
論
が
な
く
、

期
待
は
ず
れ
の
感
が
し
た
。

地
域
課
題

0
　
前
年
度
の
五
項
目
を
参
考

に
テ
ー
マ
設
定
を
し
た
が
、
結

果
的
に
は
陳
情
型
に
な
っ
た
。

②
テ
ー
マ
が
、
長
く
て
絞
り

込
み
が
で
き
な
か
っ
た
。

③
克
雪
問
題
を
も
っ
と
掘
り

下
げ
て
行
う
べ
き
だ
。

④
　
テ
ー
マ
を
絞
り
切
れ
な
か

っ
た
。

⑤
課
題
が
、
抽
象
的
で
焦
点

が
ぼ
け
て
し
ま
っ
た
。

　
ス
ラ
イ
ド
説
明

①
　
前
半
の
ス
ラ
イ
ド
説
明
は

わ
か
り
や
す
く
良
か
っ
た
。

②
地
域
別
に
ス
ラ
イ
ド
を
っ

か
っ
た
ら
ど
う
か
。

0
　
ス
ラ
イ
ド
の
中
に
地
域
の

特
色
を
多
く
入
れ
て
ほ
し
い
。

④
　
ス
ラ
イ
ド
は
、
関
心
を
持

っ
て
見
た
が
、
も
う
少
し
地
域

の
内
容
を
。

パ
ネ
ラ
ー
の

　
　
　
　
　
　
選
　
出

①
　
パ
ネ
ラ
ー
が
多
す
ぎ
た
の

で
も
う
少
し
絞
れ
ば
よ
か
っ
た
。

②
パ
ネ
ラ
ー
が
地
域
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

③
パ
ネ
ラ
ー
の
選
定
が
難
し

か
っ
た
、

④
パ
ネ
ラ
ー
に
、
国
・
県
の

関
係
者
や
代
議
士
を
加
え
る
べ

き
だ
。

0
　
専
門
的
な
問
題
に
は
、
専

門
家
が
入
る
と
良
か
っ
た
。

⑥
有
識
者
の
パ
ネ
ラ
ー
が
、

都
合
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
地

元
パ
ネ
ラ
ー
が
大
変
だ
っ
た
。

ご
意
見
を
ど
う
ぞ

　
反
省
会
で
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
踏
ま
え
て
￥
今
後
の
懇
談
会

の
あ
り
万
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
市
民
や
参
加
者
の
皆
さ
ん

で
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
課
企
画
広
報
係
盈
五
七

　
－
三
、
一
一
一
㊥
二
一
三
・
一
二
－
四
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＿上」

企業誘致に向けてスタート

経済活性化

第1回＊経済活性化客員顧問団会議

客員顧問団第1回会議（立正佼成会・法輪閣）

客
員
顧
問
団

　
に
1
2
名
を
委
嘱

　
十
日
町
市
経
済
活
性
化
客
員

顧
問
団
の
第
一
回
会
議
が
、
八

月
二
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
東

京
都
杉
並
区
の
立
正
佼
成
会
法

輪
閣
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
顧
問
団
は
『
十
日
町
市

の
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す

る
企
業
の
誘
致
と
経
済
活
性
化

を
促
進
す
る
』
た
め
に
、
今
年

六
月
一
日
付
け
で
委
嘱
し
、
初

会
合
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
顧
問
団
に
は
、
十
日
町
市
出

身
で
各
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
、
す
で
に
十
日

町
市
に
進
出
し
て
き
て
い
る
企

業
の
方
々
、
関
係
機
関
の
方
々
、

合
わ
せ
て
十
二
名
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

経
済
活
性
化
と
企
業
誘
致

　
　
の
促
進
を
お
願
い

　
今
回
の
会
議
に
は
、
顧
問
団

十
名
（
欠
席
二
名
）
の
ほ
か
、

新
潟
県
東
京
事
務
所
、
会
場
と

な
っ
た
立
正
佼
成
会
、
十
日
町

商
工
会
議
所
、
十
日
町
市
な
ど

二
十
六
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
初
め
に
丸
山
市

長
が
「
地
場
産
業
で
あ
る
織
物

の
低
迷
と
農
業
の
衰
退
に
よ
り

経
済
が
沈
滞
し
、
最
近
五
年
間

で
千
五
百
人
も
の
若
者
が
流
出

し
て
い
る
」
と
の
市
の
厳
し
い

輩日町市経済活性化客員顧聞団

＞安達建之助　蜜達事業グルーフ黙一ナー

》阿部　芳粟　三菱製鋼㈱代表取締役社長

〉伊佐禦薫郎　綜合管財㈱代表叡締役牲展

＞鋼本　翻彦　協立ハイバーツ㈱代表取締役社農

＞蕃臼　曲蓬　死棄日田蒲幾

膨臼川　勝彦　衆議院議鼻

＞庭野正i建動　臼本鉱業㈱蝦締役相談役

欝庭野　目敬　立垂佼成会会長

＞三灘干代治　嚢サワ霜一ム㈱代表取締役社長

＞富本　富雄　富本警報器㈱代表醸締役社長

＞飯島　嚢一　㈱臼本立地セン鐸一常務理事

レ降旗　正安　翻農村地域工業導撫促進セン9一

　　　　　　　　　　　　　　　蓉務理事

　　儲雛義潟購響長）

現
状
に
つ
い
て
説
明
し
、
顧
問

団
に
対
し
、
経
済
活
性
化
と
企

業
誘
致
の
促
進
に
つ
い
て
の
指

導
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

伝
統
の
織
物
産
業

　
が
活
性
化
の
ベ
ー
ス

　
つ
い
で
顧
問
団
は
、
今
後
の

十
日
町
市
の
進
む
べ
き
方
向
と

し
て
「
伝
統
産
業
の
織
物
産
業

を
べ
ー
ス
に
し
て
こ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
、
第
二
・
第
三
の

産
業
を
持
ち
、
不
況
に
強
い
体

質
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
も
企
業
誘
致
や
観
光

開
発
な
ど
で
活
性
化
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
①
雪
の
克
服

②
土
地
が
高
い
こ
と
③
水
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
い
く

つ
か
の
大
き
な
問
題
を
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
定
着
す
る
人
口
の
急
激
な
増

を
考
え
ず
に
五
万
人
を
適
正
規

模
と
し
て
、
伝
統
の
織
物
産
業

を
べ
ー
ス
に
企
業
誘
致
、
観
光

を
考
え
、
安
定
し
た
産
業
田
園

文
化
都
市
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
は
初
会
合
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
顔
合
わ
せ
、
自
己
紹

介
的
な
発
言
が
多
か
っ
た
も
の

の
、
市
の
経
済
活
性
化
の
方
向

が
示
さ
れ
大
変
に
有
意
義
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
一
年
に
一
・
二
回

程
度
の
割
合
で
開
催
し
、
そ
の

間
に
個
別
に
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
指
導
と
協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
予
定
で
す
。

④0

月
1
日
オ
ー
フ
ン

　
市
営
駅
通
り
駐
車
場
（
旧
十

日
町
郵
便
局
跡
地
に
建
設
）
は
、

十
月
一
日
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　
駐
車
場
は
1
鉄
骨
造
り
地

上
三
階
建
、
延
床
面
積
一
九
五

五
平
方
材
、
駐
車
台
数
八
十
九

台
で
す
。

　
駐
車
の
仕
方
は
　
　
　
「
半
自

走
力
i
リ
フ
ト
方
式
」
と
い
い
、

一
階
を
除
く
、
二
階
・
三
階
・

屋
上
に
駐
車
す
る
と
き
は
、
カ

ー
リ
フ
ト
（
二
基
）
で
車
を
移

動
さ
せ
、
駐
車
さ
せ
ま
す
。

　
駐
車
料
金
は
　
　
左
表
の
と

お
り
普
通
駐
車
・
夜
間
駐
車
・

定
期
駐
車
の
三
種
類
に
な
っ
て

お
り
、
便
利
な
回
数
駐
車
券
も

販
売
し
ま
す
。

　
開
場
時
問
は
1
午
前
七
時

～
午
後
九
時
ま
で
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
お
気
づ
き
の
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
市
街
地
の
駐

車
状
況
は
交
通
安
全
の
面
か
ら

も
非
常
に
危
険
な
状
態
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
買
物
等

に
利
用
で
き
る
よ
う
オ
ー
プ
ン

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
路

上
駐
車
を
な
く
し
、
道
路
交
通

の
安
全
を
よ
り
高
め
る
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
定
期
駐
車
…
…
受
け
付
け

中
（
市
報
七
月
二
十
五
日
号
に

掲
載
）
で
す
が
、
ま
だ
予
定
台

数
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

普
通
駐
車

午
前
七
時
○
○
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
九
時
○
○
分
ま
で

一
回
三
十
分
（
三
十
分
未
満
の
端

数
は
三
十
分
に
切
上
げ
る
）
ま
で

ご
と
に

一
〇
〇
円

夜
間
駐
車

午
後
八
時
三
十
分
か
ら

　
翌
朝
の
午
前
七
時
三
十
分
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
夜
）

五
〇
〇
円

定
期
駐
車

四
月
か
ら
十
月
ま
で
の
七
ヵ
月
間

は
一
ヵ
月
に
つ
き

一
二
、
○
○
○
円

十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
五
ヵ
月

間
は
一
ヵ
月
に
つ
き

一
四
、
○
○
○
円

回
数
駐
車
券

一
〇
〇
円
券
十
一
枚
綴
り
一
冊

一
、
○
○
○
円
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か
　
え
ん

祖
先
の
遺
産
『
火
焔
型
i
器
』
復
元

　
　
　
様

　
　
　
礪
　
　
，
　
　
　
　
全
国
最
大
の
も
の
か

　
　
　
齢
／

　
　
　
リ

の
　
　
　
ノ

犬
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
そ
の
見
事
な
造
型
美
が
話

ヰカ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
に
な
り
ま
し
た
。

サト

　
笹
山
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た

火
紹
型
士
器
の
い
く
つ
か
が
，

こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
復
元
さ
れ

ま
し
た
。
復
元
さ
れ
た
一
個
は
．

典
型
的
な
火
紹
型
士
器
と
し
て

は
県
下
最
大
で
，
全
高
四
十
六

弛
、
ノ
、
全
幅
四
±
二
・
五
考
も
あ

り
ま
す
。

　
火
紹
型
士
器
は
，
信
濃
川
中

流
域
を
中
心
に
発
見
さ
れ
．
新

潟
県
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
￥
全

国
最
大
の
火
紹
型
士
器
と
も
い

え
，
考
古
学
・
文
化
財
の
面
か
ら

も
貴
重
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
博
物
館
で
は
，
十
月
に
開
く

特
別
展
で
一
般
公
開
す
る
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
，
ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

蕪
撃
”

　
火
焔
型
土
器
は
、
縄
文
時
代

中
期
後
半
（
約
四
千
年
前
）
の

一
時
期
に
作
ら
れ
た
土
器
（
煮

沸
容
器
と
し
て
の
深
鉢
）
で
す

が
、
時
間
的
な
差
か
ら
形
に
も

変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
復
元
さ
れ
た
典
型
的
な
火
焔

型
土
器
は
、
新
し
い
時
期
の
も

の
で
、
口
縁
部
の
ノ
コ
ギ
リ
歯

状
の
模
様
や
、
四
つ
の
ト
サ
カ

　
　
　
　
　
と
っ
　
て

状
の
大
き
な
把
手
な
ど
、
全
体

が
複
雑
に
装
飾
さ
れ
て
お
り
、

縄
文
土
器
の
■
”
最
高
傑
作
”
”
縄

文
美
の
極
致
”
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
土
器
が
最
初
に
発
見
さ

れ
た
の
は
、
長
岡
市
の
馬
高
遺

　
復
元
さ
れ
た
火
焔
型
土
器
は
、

昭
和
五
十
七
年
の
調
査
の
時
に

出
土
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か

に
か
な
り
の
量
の
火
焔
型
土
器

片
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
出
土
品
の
整
理
復
元

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
昨
年
も

出
土
し
て
い
ま
す
の
で
、
全
体

で
は
十
数
個
く
ら
い
復
元
で
き

そ
う
で
、
今
回
の
も
の
よ
り
さ

ら
に
大
き
な
火
焔
型
土
器
が
復

元
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
出
土
し
た
も
の
に
は
、
ほ
か

に
深
鉢
や
浅
鉢
な
ど
の
各
種
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き

器
が
大
量
に
出
土
し
、
ま
た
石

ふ
　
　
　
せ
き
ぞ
く

斧
、
石
鎌
（
矢
じ
り
）
な
ど
の

　
　
　
　
ど
　
ぐ
ヤ
つ

石
器
類
や
、
土
偶
（
土
の
人
形
）
、

み
み
か
ざ
り
　
ま
が
た
ま

耳
飾
、
勾
玉
な
ど
も
出
土
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
笹
山
遺
跡
は
、
中

跡
　
　
　
　
条
上
町
の
才
明
寺
川

　
　
　
　
と
水
無
川
に
は
さ
ま

遺
　
　
　
　
れ
た
山
際
に
位
置
し
、

山
　
　
　
　
市
道
笹
山
線
、
笹
山

　
　
　
　
野
球
場
、
ス
ポ
ー
ツ

笹
　
　
　
　
ハ
ウ
ス
、
公
認
陸
上

　
　
　
　
競
技
場
な
ど
の
建
設
『

工
事
に
伴
い
、
昭
和
五
十
五
年

か
ら
六
十
年
に
か
け
て
、
遺
跡

を
記
録
保
存
す
る
た
め
に
発
掘

調
査
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
遺
跡
は
、
今
か
ら
四
千

年
程
前
の
縄
文
時
代
中
期
後
半

を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
広
さ

は
約
三
万
平
方
材
に
お
よ
ぶ
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て

遺
跡
で
す
。
調
査
の
結
果
、
竪

あ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
し

穴
式
住
居
吐
が
百
十
二
軒
も
発

見
さ
れ
、
遺
跡
全
体
で
は
二
百

軒
以
上
の
住
居
杜
が
あ
る
も
の

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
遺
跡
の
上
か
ら
、

鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
の

大
き
な
建
物
祉
が
二
十
数
棟
以

上
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

纏
、蹴

　灘灘，

難
．

曹
、
、
、
N
N
x
N
、
s
N
§
賢
N
N
N

轟勤

ミ
藁
ミ
N
ミ
奏
ミ
蓑
§
『
き
§
N
ミ
§
ミ
N
ミ
ミ
§
§
『
§
ミ
ミ
ミ
ミ
§
ミ
葦
ミ

　
囹
所
得
税
と

　
　
　
　
市
・
県
民
税

「
十
日
町
高
校
の
甲

子
園
行
き
＼
も
う
一

歩
で
し
た
ね
」

『
来
年
に
期
侍
だ
ね
』

「
選
手
の
努
力
と
施

設
の
充
実
の
成
果
で

し
よ
、
つ
か
」

『
施
設
の
充
実
に
は

我
々
の
税
金
が
一
役

か
っ
て
る
ん
で
す
よ
』

「
そ
う
思
う
と
税
金

は
重
要
で
す
ね
」

『
仕
事
を
が
ん
ば
り

所
得
税
＼
市
・
県
民

税
を
し
っ
か
り
と
納

税
し
ま
し
ょ
う
』

市・県民税
、
　
　
　
、

■へ

匹
レ

へ
’

、
、
篭
　
　
9
．

ヨ
サ

し
　
ひ
じ
ぬ

鮭

臼
は
、
市
・
県
民
税
を
『
地
域
社

胃
会
の
費
用
と
し
て
、
個
人
の
所

　
　
得
に
応
じ
て
広
く
負
担
し
て
も

　
　
ら
う
』
と
い
う
こ
と
が
基
本
に

　
　
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　
　
従
っ
て
、
税
率
も
市
民
税
二
・

　
　
五
％
～
一
四
％
、
県
民
税
二
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

う
に
所
得
税
の
内
容
と
若
干
異
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
っ
て
い
ま
す
．
　
　
㎜

　
事
例
”
所
得
額
一
五
〇
万
円
、

本
人
、
妻
、
子
供
二
人
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

千
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試

ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
　
　
　
　
蝋
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
所
得
控
除
の
額
が
異
な
る
の

市・県民税 所得税
社会保険料控除 200 200

生命保険料〃 35 50

損害保険料〃 控除なし 15

寄　付　金〃 〃 90

配　偶　者〃 260・ 330

扶　　　養〃 520 660

基　　　礎〃 260 330

控　除　合　計 1，275 1，675

㎜嬉

「
私
は
確
定
申
告
を
し
ま
し
た

が
、
所
得
税
は
該
当
し
ま
せ
ん

で
し
た
」

『
じ
ゃ
あ
＼
市
・
県
民
税
だ
け

で
す
ね
』

　
　
囹
所
得
控
除

　
　
市
・
県
民
税
（
所
得
割
）
は

　
所
得
税
と
同
じ
く
所
得
を
基
準

　
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
所

’
得
控
除
の
内
容
は
、
つ
ぎ
の
よ

’

～
四
％
と
い
う
具
合
い
に
所

得
税
の
税
率
よ
り
緩
や
か
な
も

の
に
な
っ
て
い

ま
す
（
所
得
割

馨
藤
愚
、
　
。
、

円
が
加
算
さ
れ

ま
す
）
。

　
中
9
月
は
固
定
資
産
税
第
三

期
分
、
国
民
健
康
保
険
料
第
三

期
分
の
納
付
月
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

§
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募集

計
旧
町
市
職
員

上
級
・
初
級
一
般
事
務

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
採

用
の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
〈
職
種
と
採
用
予
定
人
員
〉

▼
上
級
一
般
事
務
…
－
若
干
名

▼
初
級
一
般
事
務
…
…
若
干
名

　
　
※
初
級
の
一
名
は
、
身
体
障

　
　
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い

　
　
る
人
（
肢
体
不
自
由
三
～

　
　
六
級
、
内
部
機
能
障
害
一

　
　
～
六
級
）
で
、
一
般
事
務

　
　
に
適
し
て
い
る
人
。

　
上
級
・
初
級
と
も
、
一
般
行

政
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

　
〈
受
験
資
格
〉

▼
上
級
一
般
事
務
…
…
大
学
の

卒
業
者
（
来
春
卒
業
見
込
み
を

含
む
）
で
、
昭
和
三
十
七
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

▼
初
級
一
般
事
務
…
…
①
高
等

学
校
の
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見

込
み
を
含
む
）
で
、
昭
和
四
十

年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
。
②
身
体
障
害
者
手
帳
の
所

持
者
は
、
高
等
学
校
卒
業
者

（
来
春
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

で
、
昭
和
三
十
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
。

　
〈
試
験
期
日
〉

▼
一
次
試
験
　
十
月
十
八
日
㈹

▼
二
次
試
験
　
十
一
月
上
旬

　
〈
受
付
期
間
〉

　
九
月
十
日
㈱
～
三
十
日
㈹
ま

で
、
当
日
消
印
有
効
で
す
。

　
〈
申
し
込
み
方
法
〉

　
総
務
課
人
事
秘
書
係
（
盈
五

七
－
三
一
一
一
⑧
二
一
二
）
に
、

所
定
の
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

㊧
魯
㊥
爺
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん

　
今
年
四
月
一
日
に
ス
タ
ー
ト

し
た
新
国
民
年
金
法
で
は
、
制

度
を
よ
り
健
全
に
、
そ
し
て
公

平
に
運
営
し
よ
う
と
『
一
人
一

年
金
』
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
厚
生
年
金
保
険
法
、

共
済
組
合
等
の
障
害
年
金
を
受

け
な
が
ら
、
将
来
よ
り
多
く
の

年
金
を
受
け
る
た
め
に
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
て
い
た
人
は
、

同
時
に
二
つ
の
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
任
意
加
入
分
に
つ
い

て
、
保
険
料
の
納
付
期
間
に
応

じ
、
特
別
一
時
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
受
給

条
件
は
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
で
す
。

　
①
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

　
格
二
十
五
年
を
満
た
し
た
人
。

　
②
障
害
の
程
度
が
永
久
認
定

　
さ
れ
た
人
。

囹
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
▼
印
鑑
、
国
民
年
金
手
帳

　
▼
現
在
受
け
て
い
る
障
害
年

　
金
等
の
年
金
証
書

囹
問
い
合
わ
せ
　
市
民
生
活
課

　
年
金
係
（
智
五
七
－
三
二

　
一
㊥
一
四
二
・
一
四
三
）

6

9月15日（敬老の臼）一2旧：老人福祉週間

　寒豊かな老後をみんなの力焦

いつまでもお元気で

　県内の最高年齢者は新潟市に住む1艇

歳のおばあちゃ嘉懸すが、羽鳥民蔵さん

（鯛錦．4．鎗鑑灘ま勇’隆で県下一高齢のお

騨灘1鎌ん驚嚢。

／6簸謹奪，Q人）長轟暑響繕
東 西

羽　鳥　民　蔵《瞬中町本通り妻鎗2 横 綱 岡田ツ『ガ練　　　鵬搬
玉田徳治（四日町葡縦 糞 関 徳永吉太郎（燐治内後〉鱒
大島サダ（西寺町総8 関 脇 市村　ト　ヨ／伊　達　総繋
根津　ミ　ヤ（麟町本通の解 小 結 水落　ム　メ（索条菅紹1騨
関　口　iヨ　キ（壬　歳　町）鮪 前頭窪 高野庸太郎畿新蜜勤96
星名フ　ミ儲　　　町掬β 2 村出丑太郎欝　　　劇鰯
近　藤　タ　ツ《本　瞬　　3〉95 3 宮澤　餐　ラ1擬達　菊25
上慰輿作楠　　謝95 4 炎渕ナツ縫薪霞濁弱
春欝輿作（樽　　沢博5 5 関撮　聴シ1昭灘購4鶏5
数藤コ　メ（小泉　3）95 6 上村鹿蔵1圭毒　鱒製
宮澤ハル（僕達　2）鱗 7 保坂ク　ニ（細　　鰯94
1橋本モ　ト（新　　水）94 8 玉村　トタ糊、治糟剛94
徳永．マサ1幸　　町）94 9 関　口　あ　きく駅　通　り聡3
金井虎之助（水沢　3〉93 10 丸山繍　渉1稲　　葉鴇3
中町周衛（為　　永）23 鋼 桑原毒太郎楠薪囲町鋤93
大島サ　ク（本町6－1）93 葉2 関　野　　イ　　ク　（神　　明　　町）2＄

長谷規シウ（氷　　口）23 13 橋本セ繍噺　　氷）93
関ロ　ミユ（高田町1）92 辮 柳　　シマ（糞黒沢鱒麗
福原正壽（上　　原）92 15 江材　嚢子練　　　手〉92
遠田サクジ（綴治下瞬濁92 16 村幽イ　マ紬本町欝92
金澤　モ　ト（太田島2〉92 17 小林民治（幸，　瞬）92
大熊虎市（七　軒　町〉92 18 佐野ハナ儀雪醜・2）92
保坂僻勢一吉（姿　　　1）92 19 中林民五郎／学校町め92
小宮山サキ（中条八幡）92 20 佐藤ソメノ（　綜　鶏2
風間　トキ（長　　里／92 2等 中町シゲ（仙》之出）雛
樋ロサク（中　　剛91 22 岩田榮太郎（新　　水）91

金澤ツネ（太田島1）91 23 中町統策（為　　永）鍵
タ

山上と　く（田川町3〉91 24 越村龍平（新座　釣91
綱　　　才吉（上新田3）雛 25 福原　トマ翻1原剛91
大熊忠平梶　　　崎191 26 熊木灘　イ（大　　麹劔
宮澤運平／小黒濁91 27 山口源之助倖　　　購）91

庭野伊松（小　　貫／91 28 水落　餐ワ（上新田韓鍵
春川　キ　ミ（上原新町／91 29 春　日　イ　セ（高　幽　3）雛

西川サタ（四日町3）91 30 曽根柔　薄（幸　　剛91
水落庄吉（願　　入〉鍼 31 』星名　タ　キ（中条旭町）斑

福原キ　ト（幸　　町）91 32 佐藤アサノ（当　　間）鍵

池田　　紋（梅　　沢鶏0 33 池　田　1薩　タ（轟　　　木／90

庭野辰治郎（赤　　倉〉90 34 宮内イ　タ仙本町1〉90
宮澤仁助1伊　達　1190 35 阿部喜三郎鰯中町東／90
F可　畜捧　ソ　　ヨ　（燭治下町2〉｛）0 36 岡村灘サ（高田町幻90
南雲イ　サ（中　　　村）90 37 佐藤サワ（小泉　3博0
川晦鷺　…ヌシ（幸　　　　町）90 38 村幽　カ　ズ1伊達　3）90

太田ギン（南鐙坂）90 39 樋熊幸吉1新　座　1／90
水落米蔵（中条新麗掬0

4◎ 宮澤　護　驚（穣達　3鴻0
松澤　エ　ソ1川治内後）90

4董

古澤ソ　墾綾養寺鷺◎
山田初太郎陳枯木鱒90 42 山口溝蔵1稲荷町勤90
滝　沢　ワ　カ／加賀糸麗町）90 43 俵山凝マ（叢ツ量博0
田村ナカ（藪浦瞬東鶏0 44 羽鳥クラ繭”醐12）go
蕪木ス　ミ（学校購1陶0 45 上村謙鍵（太團鶴鋪90
小川恒治蝿　　　糊90 46 福騎ギ　ン（城之霧1鷺0
村山智購椴達　3〉90 47 村　山　吉　治1野　　　贈〉90

金▼澤カ　ズ〈太園騰麟20 48 村山ヒサノ（新蜜　鋤響0
高　橋　フ　舞1吉鶏幽谷〉駁） 49 岩瞬　難メ醸蕪新瞬鴻O
蓼龍　桑畢　　ト　タ　（圏圏購3）纏O 50 久保囲チャウ催　　　購鞠⑳
橋　本　ち　諜導水　　　　麟）麟の 51 園　期　餐　嚢縫嚢蔚薪㈱鱒



轟

こ
　
　
　
2
4
手

剴
　
　
月
選

　
　
　
　
8
の

蓬
　
　
、
人

　
ヤ
　
　
　
　
ご
　
　
　

沸
し
鋤
9

罐
繊

　
　
試

会
　
　
　
れ

未
　
覚
開

蝦
簿
県
館

　
　
　
　
新
体

　
　
　
　
咽
市

　
　
暉
講

る

が参加。バレーボールに熱戦を展開しました。

　十日町チームは残念ながら2回戦で優勝チー

ムに惜敗したものの、各チームとの交流に、運

営にと大奮闘。来年は！と誓いあっていました。

＊
あ
る
《
＊

製邊轟・

髪
』轟，

　8月5日、県消費者協会十日町支部では、鐙

島小6年生を対象に「親子教室」を開きました。

　毎日の暮らしの身近な問題を取り上げ、親子

で“表示とマーク、を学習。観察ではスナック

めんの表示と中身が合っているか一つづつチェ

ックし、塩分・栄養価について考えました。母

と子のスキンシップも図られた教室でした。

　続襲

§

《

鍵東京都新宿区神楽坂の善国寺で念願の東京公演

　　を行いました。出し物は妻有の民話劇を題材に

　した“ブス、。会場には100人余の人たちが入場。

　　すべてが方言による手づくぴ）の村芝居を、ま

　た十日町を知ってもらおうと計画しました。若

　者が力を合わせた手弁当による素晴らしい公演

灘
炉切ごつ1こ

甥
聯
屋
の
魅
力
を
さ
が
す

擁笏瞼

髭
筆

　
　
軸
働

俵山米雄さん

夏
祭
り
は

　
一
人
何
役
の
が
ん
ば
り

　
ニ
ツ
屋
青
年
会
は
、
今
年
で

十
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
結

成
当
時
は
五
・
六
人
の
会
員
も

今
で
は
十
八
人
に
な
り
、
年
中

行
事
等
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。　
会
の
活
動
は
、
六
月
か
ら
始

ま
る
地
区
内
の
消
毒
ま
き
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
”
茶
前
仕
事
”

と
い
う
も
の
の
、
早
朝
五
時
の

集
合
は
大
あ
く
び
の
連
続
で
す

が
、
全
員
出
席
で
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

　
勢
力
を
結
集
す
る
メ
ー
ン
行

事
は
、
八
月
二
十
六
・
七
日
に

行
わ
れ
る
「
夏
祭
り
」
で
す
。

二
十
六
日
夜
の
大
花
火
大
会
で

幕
が
開
き
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

夜
店
、
盆
踊
り
と
、
楽
し
み
が

ニ
ツ
屋
青
年
会

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
大
花
火

大
会
は
小
千
谷
市
片
貝
の
花
火

職
人
の
お
世
話
に
な
り
、
好
評

で
五
回
目
に
な
り
ま
す
。
地
区

の
人
、
地
区
外
の
方
々
の
温
か

い
協
力
で
夏
祭
り
に
華
麗
な
一

夜
を
添
え
て
い
ま
す
。

　
翌
二
十
七
日
は
子
供
み
こ
し
、

青
年
会
み
こ
し
が
威
勢
よ
く
飛

び
出
し
ま
す
。
前
夜
の
メ
ニ
ュ

ー
を
十
八
人
の
会
員
が
一
人
何

役
も
こ
な
し
、
フ
ル
に
動
き
回

り
疲
れ
て
い
る
も
の
の
愚
痴
ひ

と
つ
出
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
で

も
楽
し
も
う
、
そ
し
て
地
区
の

人
、
里
帰
り
の
人
み
ん
な
が
楽

し
ん
で
く
れ
た
ら
、
と
い
う
気

持
ち
で
は
り
き
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　
ニ
ツ
屋
の
夏
祭
り
は
元
気
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　
み
ん
な
の
声
が
聞
き

　
入
れ
ら
れ
る
青
年
会
を

　
一
人
ひ
と
り
の
顔
形
が
違
う

よ
う
に
考
え
方
も
違
い
ま
す
。

「
他
の
活
動
も
少
し
づ
つ
増
や

せ
れ
ば
…
…
」
な
ど
、
会
合
の
時

に
は
つ
い
大
声
を
出
し
た
り
、

い
じ
け
て
み
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
議
論
白
熱
の
中

か
ら
お
互
い
が
多
く
の
糧
を
吸

収
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
若
い
者
の
声
は
も
ち
ろ
ん
、

お
年
寄
り
か
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とお』プ夢』監昭和61年9月10日7
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総合体育館（体育課）費52－4377西本町1

市民体育館　　盈57－5208学校町1

市民プール⑳で閉場しました

　　　忘れ物ありませんか？

　今年は低温日が続いたせいもあり

29，687人（昨年は44，335人）の皆さ

んから利用いただきました。誠にあ

りがとうございました。

　また、忘れ物もたくさんありまし

た。9月20日（土）まで総合体育館に保

管しておきます。心当たりの人は早

めにおいでください。

㊨⑳＠市民スポーッ大会聯囎趨鯖撫
　　　＊申し込み：9月27日（±）までに各事務局・総合体育館へ＊

㈱轍灘⑳

磁

　体育指導委員のスポーツ教室から

生まれました。まだまだヨチヨチ歩

きのクラブですが、馬場・水沢地区

では初の軟式テニスクラブとして会

員一伺はりきっています。

　毎週水曜日夜7時30分から馬場小

学校で活動しています。軟式テニス

をやってみたいアナタ！　一・度のぞ

いて1みてください。

富井久雄（馬場1智58－2368）1
　　　　　　　　　　　　　墨

部　　　　門 会　　　　場 期臼
受付・
開始時聞

参　　蜘　．対　　象 事務局（自竈）

駅伝競走大会 十高グラウンドほか市内道路 10日 12：30 地域・職域・学生・女子
柑沢　　武
（57－1639）

野
球

チャンピオン大会 笹　山　野　球　場

〃
〃

8：00 61年度公式戦優勝チーム 小林　　繁
（57－4508）

小学生の部
小学5年生以下の部 信濃川運動公園 8：30 小　　　　学　　　　生

バスケットボール大会 総合体育館・南中学校 〃 8：00 一　　　般　　　男　　　女
長谷川義明
（57－2874）

卓　　球　　大　　会 市　民　体　育　館 〃 8：30 小学生・中学生乳ママさん・シニア・一般
南雲　和幸
（58－3172）

軟式庭球大会 信濃川運動公園 〃 8：15 高　校　生　・　一　般
湯沢　一彦
（57－9166）

硬式テニス大会
城ヶ丘コ　ー　ト
十　　高コー　ト

〃 8：30 高　校　生　　・　一　般
渡辺　淳一
（57－2852）

パパ・ママバレーボール大会 十高西体育館 〃 8：30 市内在住・在勤の既婚男女
保坂　正行
（57－6892）

柔　　道　　大　　会 武　　　道　　　館 〃 8：30 小学生・中学生・高校生・一般
中島　道雄
（57－3435）

剣　　道　　大　　会 西　　小　　学　　校 〃 9：00 小学生・中学生・高校生
宮入　正一
（52－2351）

相撲小学生新人戦 水沢小相撲場 〃 9：30 小　学　生（3・4・5年）
村山　国夫
（52－2722）

ジュニアバドミントン大会 下　条　中　学　校 〃 8：30 小　学　生・中　学　生
庭野　哲夫
（57－2775）

体操競技大会 十高東体育館 〃 8：30 中学生・高校生・一般
蔵品　　徹
（57－0571）

ジュニアサッカーカップ 西小グラウンド
10日
12日 9：00 小　　　　学　　　　生

若山　　裕
（52－3163）

サイ　ク　リ　ング 南・北魚沼郡方面 12日 6：30 中　学　　生　　以　　上
清野山和夫
（57－4860）

大会結果……がんばりました
囹第19回少年野球大会

　　　8／1～3　信濃川運動公園
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囹スポーツ少年団県大会

　　　8／24上越市
　柔道（小学生中学年の部）2位

　サッカー（小学生の部）3位

囹第5回壮年ソフトボール大会

　　　8／31　信濃川運動公園

　優勝SA（関浅）クラブ

　2　位　下条体協

　3　位　島区　　高山

r紐D体育施設
無料開放日は， です

※27日は「市民体力テストの日」です

　〉午後5時～8時　総合体育館

　レ50円（テータ用紙代）

要覧』発行
　十日町市を広く外部に知ってもら

うために、市勢全般をカラー写真な

どで紹介した市勢要覧（昭和61年度

版）を発行しました。本文56ぺ一ジ、

資料編20ぺ一ジの構成です。

　〉総務課企画広報係㊥213・214

“地域づくり蟻講演会

き
ろ
マ
師

　
こ
閣
，

と
と
テ
講

9月17日（水）午後6時30分～

クロス10

地域づくりの体験と問題点

黒沢　丈夫氏（群馬県上野・

　　　　　　　　　　　　　　　　’　｛・．　　　　・
胃の集団検診　》期日　／0月27日～29日　》会場　中条公民館

　　除く）　》対象者　昭和21年4月／日以前に生まれた人

　保健衛生係㊥502・503へ申し込みください。

村村長、㈲ふるさと情報センター0

理事長〉

※上野村は、昨年8月に日本航空酵

機墜落事故が起きた村で、その時

の住民の対応が素晴らしく「親切な

村」として報道されました。一方、0

10年程前から始めた木工品細工が

1億円を超える産業となった村お

こしを実践してきた村です．
　　　…　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　甥　　　　　　　　　　・・　　　。　　。　・　　　　。　　り　｝　。

洋画クラブ10周年記念展

と　き　9月20日（土）　9：00～17：00

　　　　　21日（日）　9：00～16：00

ところ　市民会館
＊ ＊ ＊

　市民講座の「洋画教室」で学んだ

仲間で、洋画クラブをつくり、スケ

ッチ旅行、毎月2回の勉強会を続け

早いもので10年が過ぎました。

　これを期に10周年記念展を開き、

新たな出発点となるよう計画しまし

た。

　私たち会員の作品をぜひともご覧

ください。

　1〉対象地域　中条地区て新座・大井田・飛渡地区を

》負担金　1，000円　》9月24日（水）までに保健衛生課　8
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　公営住宅入居者の募集

＊谷内丑市営住宅（中層耐火3階建）

　　1　戸：6畳2室、5畳、DK

　　家賃25，000円
＊四日町市営住宅（木造平屋建）

　　4戸：6畳、4．5畳

　　家賃5，300円～5，800円

＊黒　沢県営住宅（簡易耐火2階建）

　　18　戸：6畳、3畳、D　K

　　家賃11，000円～11，500円

入居希望者は一9月19日㈹までに
　建設課建築住宅係㊥262へ。

衛生施設組合盗畠童豊1

　9月29日（月）～11月1日dDまでの間、

第一焼却場は修理のため使えません。

このため、つぎのゴミの持ち込みを

禁止します。ご協力ください。

　0家の取り壊しによる家屋廃材

　②タタミ、机等の大型のゴミ

　③木の枝落しなどによる長いもの

※1上記のゴミでも、長さが50cm以

　下のときは持ち込みできます。

　2家屋廃材は、消防署（智57－15

　55）等の許可を受ければ他の場所

　で処分できます。

交通安全キャンペーン

籔簿輻日　　敬老交通安全の日

21日～30日　秋の全国交通安全運動

1〉シートベルト、ヘルメットの正し

　い着用

》歩行者、自転車利用者の事故防止

》二輪車を中心とした無謀運転の追

　放

1〉踏切り事故の防止

8月中の交通事故発生状況（）60年

市町村名 発生件数 傷者数 死者数

十日町市 15（7） 18（7） 1（0）

川西町 1（5） 1（10） O（O）

津南町 3（4） 6（7） O（0）

中里村 3（1） 4（2） 0（O）
小　　計 22（17） 29（26） 1（0）

累　　計 112（72） 146（89） 4（1）

φ〈多命⇔
　◇…一部区域　◆全部区域

9月26日㈹　午前8時～正午

　◇本町7－2、南新田町2、四日

町1の各一部

　◆四日町新田1・2・3・4、南

新田町3、四日町2・3・4、尾

崎、太子堂の全部

寄偲窃り瀞とう
　＊7月26日～8月25日＊
＊社会福祉事業

〉岡村建治　　1，000円　〉斉木弘

810円　〉羽根川荘募金箱　4，972

円　〉十日町青年会議所　缶ジュー

ス90本…身体障害者体育大会用

＊つくし園・仲問の家　レ稲和会

（代表霜垣昭司）各5，000円づつ

・妻有荘　〉紺商㈱　9，110円

＊なかさわ作業所

〉下条婦人会（会長鈴木幸子）衣類

約60点　〉小川雄三（十日町保健所）

食器類約30点

＊身体障害者福祉センター基金

〉十日町市陸上競技協会　3万円

レ春川（新座）3，000円

＊交通遺児等援助基金　〉関口潔

（加賀糸屋町）19，300円…廃品回収

ほか

　救急法高等科の講習会

〉／0月24日固～27日（目）〉新潟市

〉希望者は，9月／8日休）までに日本

赤十字社十日町地区（社会福祉事

務所㊥／34）へ。

忘れずに囮回［…］囲［Σ］④○⑦①㊥②㊥
〈1〉持参してください

　①母子健康手帳②印　鑑（印鑑をついた問診票を持

　参するときは除く）　③市内に住民登録をしていない

　　ときは、住援登録をしている市町村からF予防接種実

　施依頼書」をもらって来てください。

　　一小児マヒ生ワクチン投与日程
対　　象　　地　　区 期　　　沿 受付蒔間 会　　場
十欝町、新座、弐弊醗地区 10月7烈㈹ 午後1時45分

　　～
　　2時15分

保健センター中条、川治、六箇地区1 〃8日㈱

吉田、下条、水沢地区 〃　9遜㈱

團該当する子

①1回目一1・・昭和61年1月1日～6月30日の間に生ま

　　れた子

②2回目一一昭和60年7月1日～12月31日の聞に生諜

　　れた子

③その他…一4歳未満の子で、一度も投与を受け識養

　　ない子と、1回しか受けていない子。

圏料金　　無料
鴎受けられない子　　①発熱、下痢をしてい苓子　②病

　後で身体の弱っている子

　　　　　　　　　　　　保健衛生課保健衛生係

　　　　　　　　　　　　⑧502・503
〈蓋獄闘診票
　　当田、聞診票の記入があります。お子さんの健康状態

　　を良く知っている人が連れて来てください。都合のつ

　　かないときは、あらかじめ問診票を保健衛生課に取り

　　に来てください。

　　　インフルエンザ予防接種日程
対象地区

期　　　　　　　　日
受付時間 会　　場1　回　目 2　回　目

鐙島小学校区
10月1日㈱ 10月23日㈱

午後2時
～2時20分

鐙　島小学校

真　囲小学校区 牛後2時50分
　～3時

真　田小学校

吉　顯小学校区

〃　3日働

〃24臼翻
午そ菱2時
　・一2時20分

吉　田小学校

名ヶ磁小学校区 午後2時45分
　～2時55分

名ヶ山小学校

馬　場撫挙校区
〃23田休）

午後2時
　～2時20分

馬　場小学校

珠團分校区 午後2時40分
　～2時50分 珠田分校

※畿記以外の地区は．市報9月25日号でお知らせします。

麗該当する子　　満3歳～中学生まで

繊料金　1回100円（満3歳～小学校入学前の子）

認奨縦られない子　　①生ワク投与、麻しん接種を受け

　《から1菊月を経過していない子　②発熱していたり、

　病後で身体の弱っている子　③鶏卵アレルギー体質の

　子

園その他　　保育所、幼稚園に通っている子は、保育所

　等から配布される臼程で受けてください。

9 と76ガ夢3昭和61年9月10日
富中取水ダム放流　　十分に注意してください！
　　　9月14日（日）正午～15日（月）正午

献血車日程：9月26日働は十日町市農協本所に変更になりました。
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「一人口のうごき一
　■人　口　47，879人（＋32）

　　　　男　23，510人（＋18）

　　　　女24，369人（＋14）

　■世帯数　12，345　（＋12）

　＜8月31日現在・住民基本台帳

翻纏麟せんんか∬

　市では、今年（4月2日現在〉満一歳を

迎えたお子さんの誕生記念として、市の木

　「山つつじ」の記念植樹を実施します。

対象…昭和59年4月2日～60年

　　　　4月1日までに生まれた子

日　時…10月19日（日）午前10時～

場　所…十日町公園

　　　　（言取言方神社う　ら）

参加費…800円

申込先…10月4日（土）までに

　　　商工観光課（奮57－3111

　　　⑮230・231）へ。

鰭蘇顕紛■Nα21鵯う

　　　　　　入田佑くん（§．齊）

　　　　　入田　敬・松美さん（稲葉）長男

　僕＼ゆうくん。お父さんは「佑」にしようか，

それとも「遊」にとまよったんだって。生まれ

たとき3，9508あったんだよ。モリモリ食べる

し，一生けん命に遊ぶから健康だよ。今＼＼ミニ

カr＼に夢中，いっぱいあるんだ。お父さんの

車が故障したら貸せるんだ。お田さんは「手の

かからない良い子だね」と言ってるよ。

※今まで、この事業で植樹さ『れた皆さんへ

　一かわいそうな“つつじ、もあります。

　ぜひ、年に1回位は現地を見てください。

編
集
室
か
ら
蜀

　
『
市
民
と
市
と
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
』
が
終
わ
り
ま
し
た
。
十
四
会
場
、

千
七
百
三
十
二
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

参
加
。
貴
重
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
案

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
．
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
”

”
市
政
報
告
会
形
式
”
と
、
今
ま
で
と

形
を
変
え
た
た
め
に
多
少
と
ま
ど
わ
れ

た
皆
さ
ん
も
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
昨
年
か
ら
試
み
た
「
陳
情
型
」

か
ら
「
提
案
型
」
を
、
さ
ら
に
一
歩
進

め
よ
う
と
行
っ
た
わ
け
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
声
を
広
く
聴
き
な
が
ら
仕

事
を
進
め
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

懇
談
会
も
含
め
こ
れ
か
ら
も
ど
し
ど
し

ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
願
い
し
ま
す
。
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